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1 ．　 は じめに

　1990 年の 入管法改正 をきっ か けに 多くの マ イ ノ リテ ィ児童 ・生徒が 口本 の 学校 に

通 うよ うにな り、はや 15 年以上 が過 ぎよ うと して い る ，， 当初は短期の 出稼ぎが 目

的で 来 日す る家族 が多か っ た が、今 は滞在が長期化す る傾向に ある。滞在の長期化

に伴い
、 子どもたちの 言語の 問題 、すなわ ち 「母語 も 日本語 も年齢相応に達 して い

ない 」 ケ
ー

ス が多 く見 られ る よ うに な っ た
1

。
二 言語 ともに何 らかの 問題 が見 られ

る現象を 「ダブル リミテ ッ ド」 あるい は 「一
時的セ ミ リン ガル 」 と言 うが

2
、 こ の

「何らか の 問題 」は様 々 な側面で 生 じ うる。言語能力の どの よ うな側 面を見るの か 、

あるい は年齢相応 とは どの レ ベ ル を さすの か 、そ して どの よ うな状態 を 「ダブル リ

ミテ ッ ド」 と判断す るの か 、今の とこ ろ共通 の理解があ るわ けで はない
。 しか し、

それ を探るた めには 、 日木語 を
．一一

言語 とするバ イ リン ガル 児童 ・生 徒に実際 どの よ

うな 「問題 」 が生 じるの か 、とい う事例調査を積み上 げて い く必要があ る と思われ

る 。
こ の よ うなデ

ー
タはまだ ごく限 られ た もの しか な い か らで ある 。

　そ こで 、本稿は ブラ ジル 人中学生 を対象 とし 、 言語 運用 の 様 々 な側面 の 中で も 「書

く力」 に着 目す る 。 学齢 の高 い 中学 生 に とっ て教科学習は よ り困難で あ り、読み書

き能力の 不足 が学習の 継続を妨げるこ とが多い か らで ある。もちろん、両言語 で う

まく 「書けない 」 か らと言 っ て 、即その 生徒が
「
ダブル リミテ ソ ド」 で ある とは言

えな い
。 なぜ な ら、両言語 で書けなくて も、最低 どち らか

一
方の 言語 で 話す力は十

分に有 して い る場合もあ るか らで あ る 。 しか し、書き こ とばに よる表現手段をい ず

れの 言語 に おい て も失い かけて い る生徒がい るの も事実で ある 。 周 知の よ うに リテ

ラ シ
ー （読み書き能力）を養 うこ とは 、生徒の 思考力 を伸ばすために大 きな役割を

果た してい る。 さらに は現実的な問題 として 、進 学
・
就職 な どの 選 択の 幅を広げる
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手段 に もな翫，こ の よ うな重要 な手段 を失 うとい うの は、 どの よ うな状態を指すの

か ，， 本稿で は 、 それ を具体的に示 したい と考える。

2 ．　 先行研 究

2．1 マ イ ノ リテ ィ児童 ・生徒の リテ ラシ ーの 問題

　学齢期に あ る 子どもが第二 言語 （以 下 L2 とす る） を主 要言語 とする環境に置か

れた場合、
一

［ に 言語能力 と言 っ て も、
ス キル に よ っ て習得に か か る時間は 大きく

異な る 。 Cummins （1991 ）は海外に お け る事例 をも とに 、 学年相当の 日常的な会

話 力や表面的 な流 暢さを獲得する に は約 2 年か か るの に比べ て 、学習に 関わ る能 力

（読み書き能力など）が 学年相当に達する に は最低 5 年は必要 で あ る、 と結論づ け

て い る 。
つ ま り、読み書き能力が 身にっ くの を待 っ て い た ら、そ の 子 どもは教科学

習をす る手段 をそれ まで 持て ない とい うこ とにな り、学年相当の 知識 を得る機会を

失 っ て しま う。ま た、Cummins （2000）は セ ミ リン ガル 現象 に つ い て 、研 究者が

セ ミ リンガ ル の 問題 を とり上 げる時 は、［頭能力や一般 的な言語能力 とは 区別 して 、

語彙の 豊 か さやア カデ ミ ッ クな読み 書き能 力な どを対象 として い る の だ として い る。

さらに今の 鹸制的 な学校 教育 （す なわち、L2 の み に よる学習の 機 会 しか な い 環境 ）

で は、多 くの バ イ リン ガル の 子 どもが ア カ デ ミ ソ クな領域に触れ られ ない ま まだ と

指摘 して い る、t こ の よ うに
、 第

一
言語 （以 下 Ll とする）に よ る学習サポ ー トを受

け られ る数少 ない ケー
ス を除い て 、Ll ／1． 2 い ずれ か、あるい は両言語にお い て読

み書 き能力が発達 しない こ とが多い の が現状で ある。 こ れ は、 日本 におい て も例外

で は ない 。以 トに 、 日本に在住す るマ イ ノ リテ ィ児童 ・生徒 の 言語 能力に つ い て報

告 した研究を挙げる。

2．2　日本にお け るマ イ ノ リテ ィ児童 ・生徒の 言 語能力に関す る先行研究

　日本で は最近 まで 、外 国 人児童 ・生徒の言語能力、特に 母語 の 言 語能力 を客観 的

にテ ス トした研究はほ とん ど無か っ たが、1997〜 2001 年 に 国立国語研究所によ っ

て 「外 国人年少者の 日本語習得 ・母語保持の 横断的調査」 が行なわれた。こ れ は、

ポル トガル 語 ・中国語 ・ス ペ イ ン 語 ・ベ トナ ム 語 を母語 とする児童 ・生徒を対象に、

L1 と L2 の 聴解力、読解力、 口頭語彙力、会話 力 、 そ して 父 母の 言語教育に対す

る意識 を調 査 した もの で あ る 。
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　読 解 力 に つ い て は Okazaki （1999） が TOAM （Test　of 　Acquisition　 and

Maintenance） とい うテス トに よっ て評価 を行い 、以下 の よ うに報告 して い る．ま

ず、低年齢で 来 目した子 どもほ ど L1 の読解力の 点数が低 く、母語で 読解力 を身に

つ けない まま来 日して い る。 逆に L1 読解力の 点数が高か っ た子 どもの ほ とん どは

中学生 で 、こ の よ うな子 どもは 、 Ll と L2 の 読解力の 間に比較的強い 相関が認 め

られ た とい うe
つ ま り、L1 の 読解力 があ る

一
定の レベ ル に達 して い る子 どもに関

して は 、 L2 の 読解力 も高い とい うこ とで あ る。 こ の よ うに、読解力 とい うリテ ラ

シ ーの
一
部に つ い て 、 高年齢で 来 目 した方がバ ラン ス バ イ リン ガル に なる可能性 が

高い こ とが報告 され てい る。

　会話力 につ い ては、中島＆ ヌ ナ ス （2001）が OBC （Oral　Proficiency　Test　for

Bilingual　Children） とい うテ ス トを行 な っ た結果 を、次 の よ うに報告 して い る。

まず、読解力 と同様、低年齢で 来 日す るほ ど L1 の 会話力 を喪失する傾向が ある と

い う。 そ し て 、 そ の よ うな子 どもは L2 の 会話力も低迷 して い る とい う。 こ の よ う

な子 どもは、滞在年数が 長い に もか か わ らず、 日常的な話題 は展開で きて も認 知要

求度の 高い 会話はで きない レ ベ ル に とどま っ て し ま う。 また 、 来 日後 2 − 3 年 を過

ぎた頃に L1 の 会話 力が急速に落ちる場合が あ り、こ の 時期に は まだ L2 が未発達

なた め、
一

時的セ ミリン ガル 現象に 陥る こ とに なる とい う。

　 こ の
一

連の 調査 とは別 に 、 筆者は ブラ ジル 人中学生 55 人 を対象 とし て 、L1 とL

2 の 作文能力 の 実態 を探 っ た （生田 2006 ）。Ll の 作文能力に つ い て は 、来 口年齢

が 9 歳以下 の 場合 、 作文 の あ らゆる側面 （「産出量」 「語彙の 多様性」 「文構造の 複雑

さ」 「正 確 さ」 「構成 と内容」）が未発達で あ っ た 。 L2 の 作文能力 につ い て は、滞在

年数が長 くなるに つ れて 上記 5 つ の側 面 は発達す る 。 しか しそ の 中で、「正 確 さ」が

モ ノ リン ガル レ ベ ル に 達する の が最も難し く、滞在 6・一一10 年を過ぎて もモ ノ リン ガ

ル の 生徒 との 間に差が 見 られ た。つ い で 、「語彙の 多様性」が モ ノ リン ガル レ ベ ル に

追い つ くの に 4 年以上か か る 、 これ に 対 して 、
「産 出量」 「文構造 の 複雑 さ」 「構成 と

内容」に つ い て は 、滞在 3 年を過 ぎた こ ろか ら、モ ノ リン ガ ル レ ベ ル に 達 して い た。

この よ うに 、低年齢で 来 日 した生徒の L1 で書 くカが未発達で あるこ と、 そ して L

2 で書 く力が十分に伸び るため には相当の 時間がか か るこ とを合わせ て 考え ると 、

読解力 ・ 会話力 と同 じ よ うに 、低年齢で 来 目 した生徒は両言語で
一
うま く書けない 」

状態に陥る危険性が高い と言 える 。

　 それで は、「うま く書 けない 」 とは 、 どの よ うな状態 を指すの か
。

生 田 （2006 ）
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で は 、 全体の傾向を Ll の保持 （発 達）・L2 の 発達それ ぞれ の 観 点か ら観察 したが、

本稿で はイ ン フ ォ
ー

マ ン トー
人

一
人 が、L1 ／ L2 で どの よ うに書い て い るか を観 察

し、以下 の 点に つ い て 考える 。

　 ・両言語 の 「書くカ」 に問題が あ る場合 、 滞在年数や来 日年齢 とどの よ うな関係

　　が あるの か
。

　 ・具体的に どの よ うな問題 が起き るの か 。

3 ．　 分析方法

3．1　イン フ ォ
ーマ ン ト

　本調査 の イ ン フ ォ
ー

マ ン トは、愛知県 の 公 立 中学校 16 校に在籍する 日系ブラジ

ル 人 生徒 64 名 （1年生 25 名、 2 年 生 11 名 、 3 年 生 28 名）で あ る。比 較デ
ー

タ と

して 、 口本語作文 を同県 の 公 立 中学校 に在籍す る 日本人生徒 33 名 （1 ・2 年生）

か ら、ポル トガル 語作文 をブ ラジル サ ン パ ウロ 州 の 私立 中学校に在籍するブ ラジル

人生徒 10 名 （2年生）か ら収集 した。

　在 日ブ ラジル 人イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 家庭で の言語使用状況 につ い て 聞い た とこ ろ 、

滞在 1・− 3年では家族 とポル トガル 語 の み を話 し 、 滞在 4 年以 降は H本語 と併用 し、

滞在 6 年を過ぎる と日本語の みを使 うとい う傾向が あっ た 。 ま た塾やボ ラン テ ィ ア

教室 な ど 、 何 らかの 方法で ポ ル トガル 語 を保持す るよ うに努めて い る とい う生徒は 、

滞在年数が 1 − 3 年 と短い 場合 、 そ して 6 年以上 と長い 場合 には少 な く 、 その 中問

で ある滞在年数 3 − 6 年の 場合は比較的多か っ た （lkuta　2006）。

3．2 デー タ収集の 方法

　 64 人 の イ ン フ ォ
ー

マ ン トには 、 日本語 ・ポル トガル 語ともに 「都会の 生活 と田

舎の 生活の どちらがい い と思 い ます か 。 それ はなぜ ですか 」 とい うテ
ー

マ で作 文 を

書い て も らっ た a これは 、 2 つ の 事柄 を比較 し、 理 由づ け を しなが ら結論を導 くと

い う論理的 な文章の 展開が行 えるか を見 るた めで あ り、 高度な認知力を必要 とす る

言語使用で ある と考え られるか らで ある。字数 と時間の 制限は設 けず 、 辞書の 使用

を認め た。 口本語 とポル トガル 語、い ずれの 言語の 作文か ら始め るか はイ ン フ ォ
ー

マ ン トが選 択 した 。
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3．3 データの 分析方法

　まず 、 イ ン フ ォ
ー

マ ン ト
ー

人
一

人に つ い て 、
L1 ／L　2 がそれぞれ どの くらい の レ

ベ ル に達 して い るか を見 るこ とにす る。こ の レベ ル の 目安 として 、表 1 に作文の 「構

成 と内容」 の 評価基準を示す 。 A − D の 4 項 目 （各 4 点）に つ い て 、 母 語話者 2 人

に評価 して もらい 、合計 16点満点 と して 「構 成 と内容 」 を評価 した 。

表 1　 作文 の 「構成 と内容」 の 評価項 目

A ，主旨の 明確 さ／ 首尾
一

貫

　　性

作文にある程度の長 さがあ り、始めか ら終わ りま で首尾
一

貫 した主張が読み取れ るか

B ，論理の 明確 さ

轟 麓糶 黌 盤訪脇 鷭
落 と瞞

「
C ，理 由づ け 個 々 の 主張 の 理由 づ けが明確 で 、説得力があ るか　　　　 1

D ．内容の 豊か さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

都会 とい なか の プラ ス 面、マ イナ ス 面それぞれ に十分に言 ：

及 して お り、か つ ユ ニ ークな考察が見られ るかL − 一一」

　日本語作文の評 価者 は 2人 とも 日本語教師 で、ポル トガル 語作文の 評価者は 日本

の 大学に在籍する学部生 と交換留学生の ブラ ジル ・ポル トガル 語 母語 話者 で ある 。

二 者の 評価結果の相関を見 るた めに ス ピア マ ン の 順位相 関係数 を も とめた とこ ろ、

日本語は r ＝ O．93 、
ポル トガル 語 は r ＝ 0．87 とい ずれ も高い 相関が見 られた 。 こ の 二

者の 評価結果 の 平均点を、各イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 「構成 と内容」 の 評 価 と した e

　まず 、こ の 得点を も とに、それ ぞれの イ ン フ ォ
ー

マ ン トの Ll ／L2 が モ ノ リン

ガル の 中学生の レ ベ ル に達 して い るか ど うかを分析 す る 。 次 に、その 結果 と滞在年

数 ・来 日年齢 との 関係 を示す。最後 に、滞在年数の 比 較的短い ケ
ー

ス と長い ケー
ス

の 中か ら、 両言語にお い て 問題が認 め られ る作文例 を挙 げ、何 が問題 で あるの か を

誤用 （文法 ・語彙 ・表記）を中心 に示す こ とにす る。

4 ．　 全体の傾向

4．1 滞在年数に よる傾 向

　64 人の イ ン フ ォ
ー

マ ン トの うち 、 日本語作 文 は全て の 生徒が書い た が、滞在 4 年

以 上の 生徒の 中に 、 ポル トガル 語作文 を辞 退 した生徒が 9 人 い た （表 2 参照）。
こ の

こ とか ら、 滞在 4 年を過ぎると 「母語 で は書けない （ある い は書きた くない ）」 と感

じる生徒が 出る こ とがわか る。
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表 2　L1 の 作文 を書い た生徒の 数 と割合 （N ＝64）

滞在年数 1− 3年

（N ・・15）
ポ ル トガル 語 作 文

．
を ttい た 　　　　15

　 　牛徒の 数 と害1」合　　　　　　　　（100％ ）

．一．一．一
3 − 4 年 4 − 6 年 6 − 10年 合計

（N ＝17） （N ＝15） （N
− 17）　　　　一一．一　　　．一

17 13 lo 55

1 （100％） （86．7％）　
1

（58．8％〉 （85．9％）

　次 に 、Ll ／L2 の 作文能力の バ ラ ン ス は ど うで あろ うか 。 表 1の 「構成 と内容」

の 評価は 、読み手 の 印象を数値化 した もの で あ り、
「読みやす く 、 お もしろい 」作文

で あるか ど うかの 指標 に なる。 口本 の 中学校 に通 うブラ ジル 人中学生 の 作 文がお よ

そ どの くらい の レベ ル に達 して い るか を把握す るた め、同 じ学齢の モ ノ リン ガル の

生徒に よ る作文の 平均値を基準 とす る 。 そ の 平均値に達 して い なか っ た場合は、作

文 能力に何 らか の 問題が ある と見 なす こ とにす る 。

　本 調査 で作文 を書い て も らっ た 目本人 中学生 33 人 の 平均 は 10．89 （SD ＝ 1．39）で

あ っ た。これ を 目安 とし、日本人 中学生 の 平均値 を 11．0 と設定する 。

一
方 、

ブ ラジ

ル 人 中学生 （モ ノ リン ガ ル ）10 人の 平均 は 12．05 （SD ＝1．75） と、 口本人 中学生 の

平 均点 よ り 1 ポイ ン ト以上高か っ た、、こ れは、ブ ラジ ル 在住モ ノ リン ガル の イ ン フ

ォ
ーマ ン トが私 立中学校 に通 っ て い る生 徒で あり、比 較的恵まれ た教育を受 けて い

る こ とが 主な要 因だ と考え られ る 。 そ こで 、 よ り標準的な公 立中学校の 生徒を基準

と した 口本語作文の 平均値 との 間に 差が 牛 じない よ うに 、
ポ ル トガ ル 語作文 も平均

値 を 11．o とした r、

　ポ ル トガル 語 の 作文 を辞退 した 9 人を含め 、64 人 の イ ン フ ォ
ー

マ ン トを滞在年数

に よ っ て 4 つ の グル
ー

ブ に分類 す る と、それ ぞれの グル
ープ内で L1 ／L　2作文の

「構成 と内容」 の 得点は表 3 の よ うにな っ た
3

。 ポル トガル 語作文 を書か なか っ た

場 合は 、 0 点 とみなす 。

　表 3 を見 る と、L1 ／ L2 両言語 にお い て平均に満た なか っ た生徒 は、滞在 1 − 3

年 の グル
ープで は 60．0％を 占め て お り

、 最 も多い
。 た だ し 11．0 に満た ない と言 っ

て も 、 ほ とん どの 生徒が 10，0 あるい は 10．5 を取 っ て い るの で 、L1 の 評価が著 し

く低 い
、 とい うわけで は なか っ た。 これ に比べ て L2 は 、 4．O− 9．O と低 く、滞在 3

年 以下で は課題作 文 を書くの は 困難で あるこ とが 窺えた ，
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表 3　滞在年数別 「構成 と内容」 の 評価 （N ＝64）

滞在年数 1− 3年

（N ＝ 15） （N ＝ 17）

・
一

・年 …・
一

・年

　 　 　 　 　 　 （N ＝ 15）

6 − ・・年 … 合 計

（N ＝ 17）

L1 ／L2 と もに 11．0 以上 2 （13．3％ ） 6 （35．3％ ） 3 （20．0％ ） 3 （17．6％） 14 （21．9％ ）

L1 の み 11，0 以 上 4 （26．7％） 4 （23．5％〉 1 （6．7％） 0 （0．0％） 9 （14ユ ％）

L2 の み 11，0 以 上 0 （0．0％） 2 （11．8％） 4 （26．7％）ガ．一 、 7 （41．2％） 13 （20，3％）．

L1 ／L2 と もに U ．0未満 9 （60．0％） 5 （29．4％） 7 （46．6％） 7 （41．2％） 28 （43．7％）

合計 15 （100％） 17 （100％） 15 （】00％） ユ7 （100％） 64 （100％）．

（ ）は グル
ープ 内で 占め る割合

　 11．0 とい う基準値は あくまで も本調 査 に限 られ た もの なの で 、こ の 結果を一
般化

する こ とはで きない が、滞在 3 − 4 年で は比較的両言語 で バ ラン ス よ く書い て るこ

とが窺え る 。 すなわ ち 、 日本語もそ こ そ こ伸び始 め 、 ポル トガル 語で もまだ書け る

とい う時期で ある 。
し か し

、 滞在 4 年を過 ぎる と、
ポル トガル 語で は書けない 、 と

辞退 す る生徒 が出始め、L1 ／L2 ともに書け る生徒が減 り、そ の分 L2 で ならうま

く書け る、あるい は L1 ／L2 ともに 書けない 、 とい う生徒が増える傾向が ある 。

　こ の 傾 向を踏ま える と、滞在 4 年 を過 ぎた頃が 、
Ll で 書く力 を保持で き るか ど

うかの 岐路 になる と言え る。
こ の 時期 に L1 に よる書 く習慣 を失わ ない よ うに サポ

ー トする こ とが 、 両言語 で 書 く力をつ ける こ とにつ なが る 。 それ をしなければ 、
L

1 で も L2 で も書けない 、 とい う 「書 く」 こ とにお けるダブル リミテ ッ ド現 象に陥

る危険性が高 くな る と言 えよ う。

4．2 来 日年齢 による傾向

　次 に、Ll ／L2 の 得点 と来 口年齢の 間に どの よ うな関係が あるの か を見て い く。

大体の 目安 として 、10 歳未満で 来 日した生徒 と、10 歳以降に来 日した生徒の 2 グ

ル
ープ に分け、Ll ／L2 ともに 11，0 以上の 生徒 、　 L1 あ るい は L2 のみ 11．0 以上

の 生徒 、 そ して Ll ／L2 ともに 11．0 に満たなか っ た生徒の 人数を表 4 に示 す 。

　表 4 を見 ると、10 歳未満で 来 日 した生徒 29 人 の うち、L1 ／ L　2 ともにモ ノ リン

ガル レ ベ ル の 11．0 に 達 して い たの は 4 人で 、 13．8％ で あ っ た。 こ れ に対 して 、 10

歳以上 で来 日 した生徒で 二 言語 ともモ ノ リン ガル レ ベ ル に達 して い たの は 35 人 中

10人で 28．6％ と、よ り高い 割合 を示 してい る。また、L1 ／L2 ともに 11．O 未満の

生徒は 、 10 歳未満で来 日した生徒の 44．8％、10 歳以上 で来 日 した生徒の 42．9％

で あ り、それ ほ どの 差は 見 られ ない 。こ の こ とか ら、今回の 調査 で は来 目年齢は 「二
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言語 ともに うまく書ける よ うに なるか ど うか 」 に は影響 してい るこ とが窺えたが 、

「二 言語 とも書けな くな るか ど うか」 を左右す る とは言えなか っ た。

表4 　来 日年齢別
．
構成 と内容 」 の 評価 （N ＝64）

出 国年齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　．
10 歳未満　　 10 歳以一L

（N 己29）　 i　 （N ＝35）一．

　　　一
合計

L1 ／L2 ともに 11．0 以 上 4　　（13．8？も〉　　1　ユD　（28、6守も〉 14 （21 ．9％）

L1 の み 11．0 以上 3 （10，3％ ） 6 （17 ．1％） 9 （14，1％）

L2 の み 11，0 以 上 9 （31．1％） 4 （11．4％ ） 13 （20．3％）

…L1 ／L2 ともに 11，0未満 13 （44．8％） 15 （42．9％） 28 （43．7％）
［

合計 29 （100％） 35 （100％） 6・i （100％）

（ ） は グル ープ 内で 占 め る割合

　それで は、L1 にお い て も L2 に お い て もモ ノ リン ガル の 平均値 に満たなか っ た

生徒 は、実 際に どの よ うな問題 を抱えて い る のだ ろ うか。個々 の 作文 を見 るこ とに

よ り、具体的に何が で きない （あ るい は身 につ けて い ない ）の か を観察 して い く。

5 ．　 ブラジル 人 中学生 の 作文に 見られ る問題

　こ こで は 、モ ノ リ ン ガル レ ベ ル に達 して い た生徒 とそ うで ない 生徒の 作文例 を挙

げ 、
「書 く」 こ とに おい て ダブル リミテ ッ ド現象にある と判 断 され る場合は 、 具体的

に どの よ うな問題 が 生 じて い るの かを見て い く。それぞれ の 作文 と ともに示 した 「構

成 と内容」 の 得点 A −一・D は、表 1 に示 した評 価基準に つ い て 各項 月 （4 点満点）の

得 点を示 した もの で ある。

5．1　滞在年数が 比較的短い ケース

5．1．1　L1 ／L2 ともに問題の ない ケース

　まず最初 に、滞在年数が 3 年 6 ヵ∫」と比較的短 く、かっ L1 も L2 も問題の なか

っ た生徒の 作文 を挙げる 。 生徒 A は 、
「 言語 とも余裕 を持 っ て 11，0 ポイン トを上

回 っ て い た 生徒 の 中で 、最も滞在年数 の 短い 生徒 で ある 。 来 凵年齢 は 10 歳 6 ヵ 月

で 、初等教育半 ばで 来 日 して い る ．
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ブラジル 入 中牲 の 乙 アと乙 2 の 作文に 見ら九 る聴

　　 一夕
．
ニカ レ｛ノミテ ッ 〆現象の 例 か ら

一
！生 田 裕子

（例 1）生徒 A　ポル トガル 語作文

（年齢 ：14 歳 0 ヵ 月／来 日年齢 ： 10 歳 6 ヵ 月／滞 在年 数 ： 3年 6 ヵ 月）

「構成 と内容」 の得点 A ： 1．5B ：3．5，　 C ：4．0，　 D ：3．5　 合計 12．5／ 16．0 満点

　 Se　fosse　eu ，　 prefrria　os 　dois，　 porque 　a 　vida 　na 　cidade 　grande 　e　a　vida 　no

campo 　e　muito 　dificil．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
101。 g・・ q… eu ・na ・ 9・・t・ da　vid ・ d・ ・id・d・ 9r・nd ・・e・q・ ・ d・ n ・it・ na ・ d・ p・・a　i
IEver

　as 　estrelas 　no 　c6u 　e　quando 　de　dia
，
　como 　o　ar 　6　sujo 　ngo 　d直 para 　ver 　o　sol

direito　nao 　consigo 　sentir 　um 　tipo　de　energia 　e　animo ．　　　　　　　　　　　　
i

IEq・ ・nd ・ a ・Vid・ n ・ camp ・ t・m 　m ・it・・inset・・，　P・i・ ・ip・lm ・nt ・ pernil・ng ・・，・

ltem　falta　de　energia 　el6ctrica 　e　esgoto
，
　quando 　vai 　fazer　cornpras 　tem 　que　ir　at6

110nge　isso　que　nSo 　gosto　da　Vida　do　campo
，
　mas 　eu 　gosto　dos　dois，

iN ・ Vid・ na ・id・d・ gra・d・ d・ p・a ・・mpra ・ v 直・ias　c・i・a ・ q・ ・ querer ，
・ avid ・

no 　campo 　da　para 　si　mesmo 　thiar　o　que 　precisa　para 　viver ．

l　Eu　acho 　que　tendo 　dois　tipos　diferentes　de　vida 　cada 　um 　acha 　o　seu 　jeito　de

ipensar．

　 （原文 の まま）

　 （訳〉

　 僕だ っ た ら、両方い い です．なぜな ら、都会の生活 もい なか の生活もとても難 しい か らで

す。

　 都会 の 生活で きらい なとこ ろは 、夜、空に 星が見えな くて 、昼 は空気が汚い の で 太 陽が よ

く見 えな くて 、エ ネル ギ
ー

とか 活気 の よ うな もの が感 じ られな い と こ ろです 。

　 田舎 の 生活 は 、虫が、とくに蚊がた くさん い ます。電力 と水道水 が 不足 して い て 、買 い 物

に行 くときは遠 くま で行かなけれ ばな りません 。 よ っ て い なか の 生活が好きで はありませ ん

が
、 両方 が好き で す 。

　 都会の 生活では欲 しい も の はなん で も買 える し、田舎の 生活で は 、生活に 必要な もの は十

分 あ ります。

　 僕は 、2 つ の違 うタイプ の 生活方法があ っ て 、それぞれ が 自分の考え方が あると思 い ます。

　　「構成 と内容」 の 評価基準 A 「主 旨の 明確 さ／首尾
一

貫性 （作文に ある程度の 長

さが あ り、始め か ら終わ りま で首尾
一

貫 した主張が読み取れ るか）」 に つ い て は 、 結

論が曖昧で ある とい う理 由で 、 4 点満点 中 1．5 と低い 得点になっ てい るが、全体的

に は 16 点満点 中 12．5 と比較的高い 評価を受けてい る。 指示 詞 ・動詞の 時制など、

文法の 誤用が 4 ヵ 所 、 綴 りの 誤用が 7 ヵ所あっ たが、複雑な文構造で ある接続法 の

使用 も見 られ た。綴 りの 誤 用はモ ノ リン ガル の 生徒の作文に も見 られ る こ とか ら、

3 年 6 ヵ 月 を経て い るに もか か わ らず、それほ ど作文能力 を失 っ て い ない 例 で ある 。

　次に 、同 じ生徒 A の 日本語 作文 を挙げる 。
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（例 2 ）生徒 A 　日本語作文

「構成 と内容 亅 の 得点　A ；3．5， B ：4．0，　 C ：4．0，　 D 二4．0　 合計 15．5／ 16．0 満点　　　　…
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　両方 毛▽・い と恵い ま玄 　　　　　　　　
一．
　　　　　　　

−
t

　そ の 理 山は都 会の 生活は大変 と思 うしい なか の 生活 も大変だ と思 い ます。　　　　　　 1

　都会 の きらい なとこ ろは空は きれ い で な く夜は星が あま りみ えな く太 陽だ っ て ス モ ッ グ

の せ い で み えなくなると何か活気がかん じられ に くい 。

　い な かの きらい なと こ ろは虫がた くさん 、とくに蚊、が い る こ とがあ るの で い や で す

　それ に電気、水道もろくにない 、それに買い物 したい ときは とお くまでい かなければい け

ない こ とが めん ど うだ。

　で も考えてみ る とこ うい っ て も両方 が好きです、

都会は自分の ほ しい 物 があれ ば簡単に 手 に 入 れ る し、い なか は 星 空 も見 え て、食料も 「」」か 　

ら新鮮 なもの もとれ て お い しい
u

　両方 が あ っ て は じめ て い な か 好き と都会好きが い る と思 い ます 。 （原 文の まま）

日本語作文は 、文法の 誤用や 、語 の 選 択の 誤用 が多少 見 られ るが 、 使用語彙が豊

か で 抽象語彙を用 い て い る の が特徴で あ る。 文体の 不
一
致は 見 られ るが

、 そ もそ も

普通体を使 っ て 書 こ うとした数少 ない 例 の 一
っ で あ り、話 しこ とば と区別 して 書き

こ とばを使用 して い るとい う点で も 、 日本語 の リテ ラ シ
ーが発達 しつ つ あるこ とが

窺 える ：

5．1．2L1 ／L2 ともに問題が見 られた ケー
ス

　次に 、生徒 A とは対 照的に、「構成 と内容」 の 評価 がモ ノ リン ガル の 平均値 11．0

に達 しなか っ た作文例 を挙 げる u 生徒 B は 、11 歳 1 ヵ 月の 時に来 口し、滞在年数

は 生徒 A と同 じ 3 年 6 ヵ 月で あ る 。

（例 3 ＞生徒 B 　ポ ル トガル 語作文

（年齢 ：14 歳 7 ヵ 月／来 日年齢 ： 11 歳 1 ヵ 月／滞在年数 ： 3 年 6 ヵ月）

・徹 と酪 ・ の得点 A ・2．・． B ・2．・， C・3．。， D ・2，・ 合 言＋9．・／・6．・黻 1
　bem 　eu 　perfiro　na 　cidade 　grande　porque　tem 　 mais 　serVigo 　do　que 　no 　campo

morar 　no 　campo 　e　bom 　para 　morai ’
　tudo 　so 　que　nao 　tem 　muito 　servigo 　entao 　eu

prerfiro　a　vida 　na 　cidade 　grande 　i　la　na 　cidade 　grande　tem 　bastante　negocios
para 　fazer　da　para 　montar 　mercado 　as 　veze 　pode 　da　ate 　serto 　da　para　fazer
bastante　coisa 　entao 　eu 　perfiro　a　vida 　na 　cidade 　grande ． （原 文の まま）

（訳）

　ま あ、僕は、都会の 方が い い で 土、なぜ な ら田舎よ りた くさんの 仕事が あるか らです 。 田

舎に 住む の は い い で すが 、仕事があま りあ りません tt だ か ら、都会の方が い い です。都会に

はす る商売がた くさん ある し、商売を始め て うまくい くこ ともあ る し、た くさん の こ とが で

きます ． だ か ら僕は 都会の 生活 の 方が い い です。

（例 3 ）の ポル トガル 語作文 を見る と、まず、同 じ内容の 繰 り返 しが多か っ た り、
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一
ダカ 〃グミテ ッ〆現豪 の 例か ら 一

と生毋 裕子

「para 　morar 　tudo」 の よ うな不要な表現が あ っ た りと、全 体的に ま とま りの ない

印象を受ける 。 また 、 文 と文 を区切る とい う意識がない ために 、 句読点 を用 い ずに

延 々 と文 をつ な ぐとい う書き方に なっ て い る 。 そ して 、
「perfiro（to　prefer）」 （正 ：

prefiro）、　 ri（and ）」 （正 ；e ）の よ うな基本的な語 の 綴 りを間違 えて い る。そ して、

「6 （be 動詞 の 三 人称単数形）」 「da （to　give の 三 人称 単数形 ）」 の よ うなア クセ ン

ト記号を落 として い る。 これ らの 問題は 、おそ ら く話す時 に は表面化 しな い もの で

あ る。なぜ な ら、綴 りな どの 表記法や、文を適切に 区切る とい う句読法は書きこ と

ば特有の 技術だ か らで ある 。 しか し 、 11歳を過 ぎて 来 日 して も、
こ の 年齢で あれば

身に つ けて い るはず の 技術が滞在 3 年 6 ヵ 月で 衰え始める とい うケース で ある e 以

下は、同 じ生徒 B の 日本語作文 （例 4 ）で ある．

（例 4 ＞生徒 B 　 目本語作文

「構成 と内容 」 の 得点　A ：2．0， B ：1．5，　 C ：2．0，　 D ；2．0　 合計 7．5／16．0 満 点

都会は仕事が とて もお い け どあぶな い

　なんでか とい うとどろぼがお い の で い なか の ほが い い けれ ど仕事があま りない か らとか

い の ほ うがい い です （原文の まま）

　 （例 4 ）を見る と、 全体の 量が極端 に短 く 、 タス クに対す るモ チベ ーシ ョ ン も低

い と思われ るが 、産出 された もの を見 る限 りで も長音の 表記 「お い 」 （正 ：おお い ）、

「どうぼ」 （正 ： どろぼ う）の 誤用があ り、やは りポル トガル 語作文同様に 、 句読点

を用い て い ない こ とが わか る。 すなわち 、 書きこ とばの 基礎が身に つ い て い ない こ

とが窺 える。

　生徒 B よ り少 し滞在年数が長 く、二 言語 に問題 の 見 られた生徒 C の 作文例 を示 す。

（例 5 ）生徒 C　ポル トガル 語作文

　　　（年齢 ：14 歳 6 ヵ 月／来 日年齢 ： 10 歳 6 ヵ 月／滞在年数 ； 4 年 0 ヵ 月）

「構成 と内容」 の 得点　A 二1．5
，

B ：2．5
，
　 C ：3．0，　 D ：3．0　 合計 10．0／ 16．0 満点

　Eu 　acho 　 melhor 　mora 　na 　cidade 　porque 　tem 　 mercado
，
　loja，　retaurante ，　 e

bastante　coisa 　mais 　na 　cidade
，
　tem 　acidente

，
　morte ，　ladr巨o　entgo 　eu 　prefro 　no

campo 　no 　campo 　nao 　tem 　ladrao
，
　mais ・tambem ・nao ・tem 　mercado

，
　Ioja．

　agente 　tem 　que　si　virar 　tirar　leite　de　vaca 　cuidar 　de　cabrido ，　de　porco　mais 　o

ar 　e　mais 　bom 　doque　da　cidade 　a　cidade 　e　com 　ta　minada 　e　no 　campo 　quase　n 巨o

ver 　fabrica　entao 　eu 　n 昌o　sei 　qual　que　e　mais 　bom 　morar ．　 （原文 の ま ま〉

（訳）

　私 は都会に住む方がい い と思い ます。なぜ なら、商店やお店や レ ス トラ ンやた くさん の も

の があるか らです。で も、都会に は事故や殺人があ ります。
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　 だか ら、私 は 田舎の 方が い い で す、田舎に は泥棒は い ま せ ん が
、 商店や店 もあ りません 。

　 人 々 は 、牛 の ミル ク を飲み 、ヤ ギや豚 を育て ます 。

　 で も空気 は都会よ りきれい で 、都会は汚染 して い ます／コ田舎ではほとん ど工 場が あ りませ

ん か ら 、 どちらが住む の に い い か わ か り ませ ん 。

　こ の 作文には、生徒 B の 作文 には無か っ た誤用が見 られる 。 まず、語彙の 誤用で

あ る。 「mais ・bom 」 とい うの は英語 の 「more 　good」 にあた り、正 し くは 「melhor

（better）」 とい う語 を用い るべ きで あ る。そ して 、語 と語 を正 しく区切れて い ない 例

もある 。
「agente 」 は 「a　gente （人 々 ）」、

「

doque」 は 「do　que （一よ り）」、
「com 　ta

minada 」 は 「contaminada （汚染 され た）」 とするの が適切 で あ る。 これ らの 誤 用

は、耳 にす るこ とばをその まま表記 して い るが、語 として どの よ うに区切 っ て よい

か わか っ て い ない こ とを表わ して い る。 これ ら表記 の 誤用 に加 えて 、こ の 作文 の 中

で は 複数形が ほ とん ど用い られ て い ない
。

こ れ は文法 ・形態 に関わ る誤用で ある。

　次に 同 じ生徒 の 日本語作文で ある 。

（例 6 ）生徒 C　 日本語作文

「構成 と内容 」 の 得点　A ：2．0
，

B ：2．O
，
　 C ：3．0

，
　 D ：2．O　 合計 9．0／ 16．0 満点

　 わた しは とか い の せ い か っ が い い と思 い ます

　 だ て おみせ もある しび ょ うい んだ て あ る

　 山の ほ 一は び ょ うい ん な い か らわす る くなた ら、だれ もい ない か らあぶない か ら。

　 で も　山の ほ は くるま がす くない か ら じ こ とかお こ らな い 。

　 とか い は じ こ とか 、さつ じん とか そ の ほか い ろ い ろあ る

　 で も、わた し は とちが い い か わか りませ ん。（原 文 の まま）

　こ の 作文の 特徴はまず 、 漢字がほ とん ど用い られ て い ない こ とである。そ して 「だ

て （だ っ て ）」 「ほ
一

／ほ （ほ う）」 「なた （な っ た）」 「とち （どっ ち）」 な ど、特殊音

が正 し く書か れ て い ない 。 こ の 牛徒は滞在 4 年 が 過 ぎて い る もの の 、話 し こ とばを

その ま ま記述 して お り、 口頃 あま り 「書 く」 とい う訓練を意識的に行 なっ て い ない

こ とが窺える、，

　以上 の 生徒 B、生徒 C が 、滞在年数が比較的短 く、 L1 ／L　2 ともに構成 と内容

が平均値 に満たなか っ た生徒の 例で あるが、 どち らも表記上 の 問題 が 日立 っ た 。 生

徒 B に関 して は 、 L1 と L2 を比 べ ると L1 の 方が 産 出量が圧倒的 に多 く、まだ L

1 の 方が優位な時期で ある。 こ の 生徒がすでに 14 歳 7 ヵ月す なわ ち中学 2 年生 で

あるこ とを考え ると、今後 はまず、今持 っ て い る L1 を補強 して い くこ とが 、書 く」

とい う手段を失わない ための 現実的な対策 で あ ろ う． 牛徒 C の L1 に 関 して は 、誤

用の 質が少 し異な り
、 表記だけで はなく語の 選び方や区切 り方、さらには文法 ・形

態 に 関わ る誤用が見 られ る こ とか ら、問題 の 根が よ り深 い と言 える 。 L2 に つ い て
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一
夕
．
ブル グミテ ッ〆現象 の 碑から

一
∫ 生 毋 裕子

も書 く習慣があま り無い こ とが窺え る。L1 ／ L2 の最低い ずれ か の 言語で 訓練を行

なわ なければ 、
「書 く」こ とにお けるダブル リミテ ッ ドの 状態が よ り深刻 にな る こ と

が予想 され る 。

5。2　比較的滞在年数が長い ケース

5．2．1　Ll ／L2 ともに問題の ない ケース

　以下 の 生徒 D は、2度 にわた っ て来 目して お り、1回 目の来 日は就学前の 1年間、

そ して 2 回 目の 来 日は 11 歳 5 ヵ月で 、 その ま ま 3 年 9 ヵ月が経過 した とこ ろで あ

る 。

（例 7）生徒 D 　ポル トガル 語作文

（年齢 ： 15 歳 2 ヵ 月／来 日年齢 ： 1 回 日 16 歳 0 ヵ 月 か ら 1年 0 ヵ 月滞在、 2 回 目

11歳 5 ヵ 月 か ら 3 年 9 ヵ 月滞在／合計滞 在年数 ： 4 年 9 ヵ月 ）

「・黻 と酪 ・ の 得点 ・・3．・，・1・．・， ・・4．・，・ ・3．・ 合計 ・4．・／ ・6す瀟

　 Eu　acho 　que　a　Vida　no 　campo 　6　muito 　melhor 　que　a 　vida 　na 　cidade 　grande．

巉盡器 宅欟 畿 黠 乱ぎ9謙 ：淵貯
喞 騨

iAs 　pessoas　que 　moram 　na 　cidade 　nao 　tem 　tempo 　para　si　mesmo ．

Mas 　na 　vida 　no 　campo
，
　as 　pessoas　vivem 　com 　os　outros 　e　coIn 　a　natureza ．

Por　isso，　elas　est50 　sempre 　de　bom 　humor．
Eu　acho 　que 　n6s 　devemos　tomar 　a　Vida　no 　campo 　como 　um 　exemplo 　para 　viver

melhor ．

　 （原文の まま）

　 （訳）

　 私は、都会 の 生活 より田舎の 生活 の 方がず っ とい い と思 い ます。

まず最初に、都会は とても汚 くて、物騒 です。

また、都会の 生活は とて も慌ただ し い です。

都会に住む人た ちは、自分 の ため の時間があ りませ ん。

　しか し 田舎の 生活 は 、人 々 は他 の 人 と、自然 と
一

緒 に暮 ら し て い ます 。

だ か ら、人 々 は い つ も気分が い い です 。

私は 田舎 の 生活 を、よ りよ く生 きるため の 例 として とらえるべ きだ と思 い ます 。

　こ の 作文 は 、 産出量が 特 に多い わ けもなく、複雑な文構造を用い て い るわ けで も

ない 。 しか し、誤 用 につ い て は、ア クセ ン ト記号の脱落 ・ピ リオ ドの 脱落 ・性 の不

一
致が 1 っ ず つ と、非常に少ない

。
「構成 と内容」 も A −−D 全 体に高く 、 簡潔で わ

か りやす い 文章だ と評価 され て い る 。
こ の 生徒は 7 − 11 歳の 時にブ ラジル で教育を

受けて お り、こ の こ とが L1 の 作 文能力 が十分 に発 達 した要 因の
一

っ だ と考え られ

る 。 次 に 、 同 じ生徒 D の 日本語 作文で ある。
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（例 8 ）生徒 D 　 目本語作文

「構成 と内容」 の 得 点　A ：4，0， B ：4．0，　 C ：4．0，　 D ：　3．O　 合計 15．0／ 16．0 満点

　 私は 田舎で の 生活 の 方 が絶対 に い い と思 い ます。

本当は どっ ちとも言 えない の です が私 には 田舎の 生活 の 方 がむ い て い る と思い ます。

　 私の
“
田舎で の 生活

’
の イ メ

ージは 「自由、で す。

　 田舎で の 生活 の 方が 自分 の 時間があっ て い い と思 い ます。

　 もち ろ ん 、畑な どが あれ ば大変 で す けどそ の 分だけ自然とふれ合 う時問も多 く心 の ゆ とり

が で る と思い ます。

　 そ して都会で は難 し い 人 との ふれ あ い も多い と思 い ます 。

　 都会で は忙 しか っ た り、ス トレ ス がたまっ た りと、あ ま り自分 の 時間をもて な い 気が しま

す 。

　 そ して 田舎で の 生活 の 方が い い と思 う最大の理由は
‘
健 康的

”
だか らです、、

　 空気も水 もきれ い で しか も自然が い っ ぱ い あ るの で き っ と心 も体も健康に なると思 い ま
：

す 。

　 私 は、こ の よ うな もの を失 っ た都会人 だ か らこ そ 、田舎の 生活 の 方 が絶対 い い と思 い ます。
… （原．文 の まま）

　生徒 D の 日本語作 文は、まず 目立 っ た誤用 は無い 。そ して 、文章の 始め と終わ り

に 「田舎の 生活の 方が よ い 」 とい う結論 を示 し 、 都会の 短所を引き合い に出 しなが

ら田 舎の 長所 を主張 して い るため 、流れ が追い やすい 。ま た、「自由」 「健康的」 な

ど田舎にまつ わ るキー ワー ドを示 して い る 点が特徴的で 、A − D 全体で 高い 評 価 を

得て い る 。 生徒 D が 6 − 7 歳ま で 日本に滞在 した こ とが、どの く らい 口本語能力 の

発達 に影響を及ぼ して い る の か はわか らない が、初等 教育をほ ぼ終 えた年齢 で再来

口 した こ とが
、
1．1 の リテ ラ シ ーの 発達、さらには 3 年 9 ヵ 月で 1−・分に 1． 2 の作文

能力が発達 した こ とに影響 して い る可能性 があ る と言 えよ う。

5．2．2Ll ／L2 ともに問題が見 られ たケース

　生徒 E は、 6 歳 9 ヵ 月で 来 日 して い る。つ ま り、母 国で ほ とん ど学校 教育を受け

ない で 来 日した可能性 が高 い
。 滞在年数は 8 年に及ぶ。

（例 9 ）生徒 E　ポ ル トガル 語 作 文

　　　 （年齢 ：14 歳 9 ヵ 月／来 H年齢 ； 6 歳 9 ヵ 月／滞在年数 ： 8 年 0 ヵ月）

瞬轟纛認∴∴ 詈認
proveita．

　 （原 文 の まま）
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ダ ブル グミテ ッ〆現篆1の 例か 5 ” 生 毋 裕子

（訳）

　私 は都会 の 方が い い で す 。

　なぜ な ら、もっ と自由があ るか らで す 。 （田舎の ）生活 で はあ りませ ん
。 なぜ な ら＊ ＊ ＊

な い か らで す 。

　 （例 9 ）の ポル トガル 語作文は、文頭を大文字に して い ない 、句読点 を用 い て い

ない 、多 くの語の綴 りに 間違い が あ る、とい う表記の 問題 もあるのだ が、 2 人の 評

価者が ともに 「何が言い たい の かわか らない 」 としてお り、 書 くこ とに よっ て 意図

を伝 えるこ とそ の もの が 、 困難になっ てい るD も っ とも、滞在年数の 近 い 生徒の 中

にはポル トガル 語 の 作 文作成 を辞退 した生徒も 9 人お り、こ の 生徒 E も辞退 する可

能性 もあ っ たの だが、思い 切 っ て挑 戦 した例で あ る。次 に、生徒 E の 日本語 作文 を

見 る。

（例 10） 生 徒 E　 目本語作 文

　 「構成 と内容」 の 得点　A ：3．O，　 B ；2．5，　 C ；　3．0
，
　 D ：2．0　 合計 10．5／ 16．0 満点

　 都会の 生活 の ほ うが い い で す。

　 それはなぜ か い ろ い ろ遊べ る とこ ろ もある し、い つ で もい けれる か ら、都会の 生活 の ほ う

が よか っ た。

　 い な か の 生活 は 、い くとこ ろ な い し、い や だで す 、

　 ともだ ちとも遊 べ し、都会 の 生活 は い つ もあそ べ るか ら。

　 い な か の 生 活 じゃ な くて 、都会 の 生活 に客らべ
ました 。（原文 の まま）

　 （例 10）の 作文は 、表現意図を推 し量 りなが ら読む 必要が ある。全体に ま とま り

が な く、文章 を書 くこ とに慣れ て い ない 、とい う印象 を受ける。誤用 は、文 と文の

接続 「それ はなぜ か い ろい ろ遊べ る とこ ろ もある し」、活用 「い やだです」、助詞 「都

会の 生活にえ らべ ま した」 など、様 々 な種類の もの が ある 。

　 この よ うに 、生徒 E に よる 日本語作文 は、L1 よ りも産 出量 は多い もの の 、誤用

が多 く、都会 と田舎の 視点が ころ ころ と変わ るため 、 全体の 流れ がわか りに くくな

っ て い る 。 滞在 8 年 とい う年月 の 長 さを考え る と、L2 の 書 く力 を伸ばすために は、

相 当の 指導 と努力が 必要で あろ う。 さらに 、L1 は 文字通 りの 意味す ら読み に く く

な っ て い る こ と、誤用 が非常に多い こ と 、 生徒 E が 6 歳 9 ヵ 月 、
つ ま り母 国で 初等

教育を受けな い まま来 日 した こ とを考 え る と、
L1 で書 く とい う技術 は未習得の 状

態で ある 。 8 年 もの 長い 間 、 Ll を学ぶ機 会も無 く、L2 で も十分に書けない ま まで

い た とい う、

一
時的セ ミ リン ガル で は な く、ダブル リミテ ッ ド現象に 陥っ て しま っ

た と考え られ るケ
ー

ス で ある。
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5．3L1 作文 を書か なか っ たケース

　64 人の イ ン フ ォ
ー

マ ン トの うち 、 9人の 生徒が
一
ポル トガル 語作文は書けない 」

「書きた くない 」 とした が
、

これ らの 生徒の うち、 口本語作文が モ ノ リン ガル レ ベ

ル に達 して い たの は 4 人 （滞在 6 − −11 年 ）、達 して い なか っ たの は 5 人 （滞在 4 −

11 年）で あ っ た 。 L2 が モ ノ リン ガル レ ベ ル に達 して い た生徒がす べ て 、 滞存 6 年

以上 と長 い こ とか ら、 口本 で 初等教育を受け始 めた ケ
ー

ス の 中に は 、
モ ノ リン ガ ル

の 生徒 と同 じよ うに 日本語 の 作文能力が発達 した場合 もある と考 えられ る。

　こ の よ うに ポル トガル 語 作文 を書か なか っ た生徒 の 日木語作文の 例 を、以下 に 2

つ 示す、， 1 つ は 「構成 と内容」 の 評価がモ ノ リン ガル レベ ル の 11．0 に達 して い た も

の
、 も う1 つ は達 して い なか っ た もの で あ るttまず 、生徒 F は 6 歳 4 ヵ 月で 来日 し

てお り、初等教育をほ ぼ最初か ら日本で 受けて い る 。

（例 11＞生徒 F　日木語語作文

　　　 （年齢 ： 14歳 10 カ ∫i／ 来 日年齢 ： 6 歳 4 ヵ 月／滞在年数 ： 8年 6 ヵ月）

辭 霞齢 ll、量ギ
3 ・ n

生幡 塑 嘘

　 なぜ か とい うと、都会は 田舎 と違 っ て 、
コ ン ク リ

ー
トだ らけ で 、よ く見 る植物で も、人

の 手 によ っ て 植えられた木ば か りで 、もち ろ ん 昆 虫な どはめ っ たに見られない 所だ と思っ た

か らだ 。

　 も し都会で 子供 の 時 か ら住ん で い た ら、本当の 子供 らしく、す ご せ ない と思 う。

　 私が思 う本当の ∫供 とは、こ うい うの で あ る。

　 子供の時は 、とて も好奇心がおおせ い だ と思 う。

　 そ こ らへ ん に い る 虫 などは ほ とん どの 子供 が怖が らず 、へ い き で さわ っ た り、まだ行 っ た

こ との ない 所 へ 探検に行 っ た りな どが私が思 う、子供だ。

　　し か し都会で は虫な どはい るだ ろ うけ ど、冖r舎に くらべ て 少 なく、きっ と都会 の 子 は川 に

い る虫な ど、ほ とん ど知 らない だ ろ う。

　 だが 田舎の 子た ちは 、き i・
） とFr舎の 子た ちよ りかは多 く言えるで し ょ う。

　 探検をす る とい うの は、い ちばん 出来ない と思 う。

　 出来 た として も、とて もせ ま い は ん い で しかや らせ て くれ な い と思 う。

　 街 の 中で 子供た ちだ けを出 して お くわけには い きませ んか ら。

　 こ の 間ラ ジオ を聞 い て 田舎か ら東京 へ 出 て 、東京 で 育 っ た恋 人と
一

緒に 円舎 の 方 へ すこ し

帰 り、昔よ く遊ん で い た 虫が い て 、そ の 虫 をっ か ま え、恋人 の 方へ さしだす と、あた りまえ

の よ うに 見 て い た 虫 を恋人は、見 るの も気持 ちわるが っ て い たんだそ うです 。

　 それを聞い て私は、少 し悲 しくな っ て しま っ た。
…　私 はそ うい う人がた くさん い てほ しくな い の で 、田舎 の 生活の方が い い と思 う。

L （激 の まま）

　 こ の 生 徒の 作文 は 、
モ ノ リン ガル の 生徒 と比 べ て も評価が極めて 高い。産 出量が

多 く、他の 作文 とは違 っ た ユ ニ
ー

ク な視点で 田舎の 特徴を捉えた り、 自分が聞い た
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ニブ
．
ラシノ〃ノ〈中学生 の∠＿アどL2 の 紋 rこ見 ら抛 る鑼

　 　
一
タ フル グミテ ッβ現 豪 の 例か 5 一

こ生 毋 裕子

エ ピ ソ
ー

ドを盛 り込ん だ りするなど、想像力の 豊か さが文面に反映 して い る例 で あ

る。

　次に、L2 の 「構 成 と内容 」 の 評価が低 か っ た例で ある。生徒 G は 7 歳 9 ヵ 月で

来 日 してお り、 小学 1 年 生の 途中か ら 日本 の 学校に通 っ た 可能性が 高い 。

（例 12）生徒 G 　目本語作文

　　 （年齢 ： 13 歳 3 ヵ 月／来 H年齢 ： 5歳 6 ヵ 月／滞在年数 ： 7年 9 ヵ月）

「構成 と内容 」 の 得点　A ：1．O，　 B ：2．O，　 C ：2．5，　 D ：2．0　　合計 7、5／16．0 満点

　サ ン パ ウロ にす ん で い た こ ろ よ り。 ・ ですむ ほ うがい い と思い ます。

　なぜ か とい うとサ ン パ ウロ に す ん で い た と きは新 しい 年に な る と花火 が夜か らあ さま で

な て い て うる さい し私 は テ レ ビ を見 の が す き だ け ど ブ ラ ジル で は ア ニ メ や お も し ろ い の を

や らな い か らあんま り見 なくなて 外で あそぶ こ と しか や らなか っ たけ ど 日本にき て ア ニ メ

や色々 な番組 を よく見るよ うにな っ た。（原文の まま）

　 （例 12）の 作文の 特徴は 、
一
文の 長 さが極 めて長い こ とで ある 。 文を適切 な長 さ

で 切 る とい う意識を して お らず 、 話すよ うにだ らだ らと文 を続 けて い るこ とが わ か

る 。 また 、
「や らない 」 など、話 し こ とばの 混用も見 られ、 「書きこ とば」 を意識 し

て い ない こ とが窺え る。

　こ の よ うに 、同 じポル トガル 語作文 を書けない L2 ドミナ ン トの 生徒で も、そ の

日本語の 作文能力 には大 きな個人差 が見 られ た。そ して 、L1 で 作文を書け なか っ

ただ けで な く L2 で も問題 が見 られた 5 人 につ い て はやは り、ダブル リミテ ッ ド現

象にある と考え られ る。

6 ．　 ま とめ と考察

　まず、イ ン フ ォ
ー

マ ン ト64 人 の 課 題作文 に つ い て傾向を見た結果 、
「構 成 と内容」

の 全体的評価が二 言語ともに 低か っ た生徒が 64 人 中 28 人 （43，7％）を占め た。も

ちろん これ らの生徒が全 て の 言語能力 におい て ダブル リ ミテ ッ ドの 状態に あるわ け

で は ない
。 中には会話 面に つ い て 問題が 無い 生徒 もい るで あろ う。 また 、 28 人の う

ち 9 人は滞在 3年未満で ある か ら、これか ら L2 が発達す る
一

時的セ ミ リン ガル で

ある可能性もある 。 逆に 、 L1 ／L2 の どち らもモ ノ リン ガル の レ ベ ル に達 して い る

生徒は、64 人 中 14 人 （21．9％）で あ っ た 。 そ して L1 ／L　2 の どち らか
一一・方 の 言

語で は うまく書ける、とい う生徒は 64 人 中 21 人 （34．4％）で あ っ た、よ っ て 、「書

く1 こ とに 関して言 えば 、 ダブル リミテ ッ ド現象の 傾向にある生徒の割合が最も高
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い とい うこ とにな る。それで は、 どの よ うな生徒が 両言語 におい て 高 い 評価 を受 け

て い るの だ ろ うか 。 あ る い は 、 どの よ うな生徒が ダブル リミテ ッ ドの 傾 向があ るの

だろ うか
。

　滞在年数 を基準に考え る と、 滞在年数が 中く らい （本調査で は 3 〜 4 年）の 生徒

が 、 作文能力にお い て Ll も L2 も比較 的発 達 して い る こ とがわか っ た。 これ は、

L2 があ る程 度仲び て くる時期で あ り、か つ Ll もまだ完全に は 忘れて い ない か ら

だと考え られ る 。 逆 に 、滞在 4 年 を過ぎると、L2 ドミナ ン トある い は ダブル リミ

テ ソ ドの 生徒が 増え る 。 そ して滞在 6 年を過 ぎる と 、 Ll 作文 は格毀 に ポイ ン トが

低 くな り、L1 で はあ まり書 けない 状態で ある こ とがわ か っ た 。

　
一

方、来 日した年齢を基準 にす る と、明 らかな傾 向は認め られなか っ た。低 い 年

齢で 来 日して も二 言語 ともに評価が高い 生徒 ・低い 生徒がお り、高い 年齢で来 日し

て も同様 の ケース が見 られたか らで ある。ただ し、L1 に関 して は 、低 い 年齢で 来

H した生徒は圧倒的に不利で ある 。 同時に 、
バ ラ ン ス バ イ リン ガル になる 可能性 も

低い とい うと とも言 え る。 しか し 、
バ ラン ス バ イ リン ガル あ るい は ダブル リミテ ッ

ドに な る要因を探 るに は、滞 在年数 ・来 N年齢 だ けで な く、来 日時の L1 の 作文能

力や家庭で の 学習状況な ど、よ り詳 しい デ
ー

タが 必要 で あ る 。

　次 に、両言語 の 評価が モ ノ リン ガル レベ ル に 達 しなか っ た生 徒の 作文 の 中か ら、

滞在年数の 比較的短 い 生徒 と、長 い 生徒 の 作文例 を挙げた 。 これ らの 作文 を通 して 、

滞在年数の 長 さに よっ て L1 の 誤用の 質が変わ る こ とが窺えた 。 滞在年数が比較的

浅い 時期 には、表記 の 誤用が ほ とん どを占め るa また、句読点 を用 い ない、文頭に

大文字を用い ない 、文を適当な長 さで 区切 らない 、な ど書き こ とばに対す る意識 を

持 っ て い ない こ とが窺えた。さらに滞在年数 が長 くな る と、冠詞や複数形態素など 、

文法 に関わ る誤 用が現れ 始め 、語 を正 し く区切れ なか っ た り、表現意図その もの が

わか らなくなるケ
ー

ス が あ っ た 。 本調査 の 課題は 「都会の 生活 と田舎の 生活を比 較

す る」 とい うもの で 、身近 な事柄 に つ い て 書 くこ とが 可能で ある。それ にもかか わ

らず、
い ずれの 言語で も書 くこ とが困難で ある とい うの は 、やは り憂えるべ き事態

と言 えよ う。

　 「書 く」 とい うス キル の 習得や喪失 を捉 える場合 、会話能力 ・聴解能力な どとは

区別す る必要が ある と考え られ る。「発話 はで きて も書けない 」 「聞けて も書けない 」

とい うこ とが あ り、 書 けない こ とが即、言語 能力の 喪失に あた る とは言えない か ら

で ある 。 ま た、「書く」 た めには 、 発話に も必要な文法や語 彙の 力だ けで はな く、文
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一ダ ブル グミテ ッ ト現 豪 の例か ら 一」生 毋 裕子

宇 （綴 り）の 知識 ・
句読 法 ・適切な レ トリッ ク な ど 、 言語知識プ ラ ス アル フ ァ の 「技

術」 とも言 うべ きもの が必要 で ある 。 本稿で 挙げた作文例で は 、
こ の よ うな技術が

使 えて い なか っ た。これは受けた教育の 量や質に よ る とこ ろが非常に大き く、その

よ うな条件が生徒
一

人
一

人 の 「書 くカ」 を左右する と思われ る 。 Cummins （2000 ）

の 言 うよ うに 、 リテ ラシ
ー

に おけ る ダブル リミテ ッ ド現象は 、ア カ デ ミ ッ ク な領域

に接触 で きない こ と、特に L1 で 書くとい う機会がほ とん ど無 くなる こ とに起因 し

て い る 。
L1 に よ っ て も読み書きを行 な う環境が整えば 、

　 L2 が育つ 問に 、
　 L1 に よ

っ て継続 して ア カ デ ミ ッ クな学習を行な うこ とがで きる。 L1 を媒介 と して学齢相

当の知識 を蓄えて い くこ とは、L2 によ るア カ デ ミ ッ クな学習に も良い 影響を与え

るはずで あ る。

7 ．　 今後の課題

　先に述べ た よ うに、マ イ ノ リテ ィ 児童 ・生徒の 二 言語 に よる 「書 くカ」 を測る場

合 、 来 口時に身に つ けて い た L1 能力、母国 で受けて きた教育内容、 さらには 日本

で の 学習環境な ど、教育的背景に関す るデータが 必要で ある 。 本稿で はそれが 不足

して い た ため 、ダブ ル リミテ ッ ド／
一

時的セ ミ リン ガ ル 現象に陥 っ たケー ス の 詳 し

い 要因を探 るこ とが で きなか っ た，実際、横断的調査 を行な う場合、来 日時の 言語

能力 に関す るデータを収集す るこ とは不可能 に近 い
。 よ っ て 、 来 冂時か ら縦断的 に

L1 ・L2 の 作文能力の 変化 を追 っ て い く研究が望まれ る 。
これ に よ っ て

、 母国で読

み書きの教育を受けて きた場合 とそ うで ない 場合、それ ぞれ に どん な問題 が 生 じる

の か 、 そ して どの よ うな対策を講 じれ ば よい の か を探 るこ とがで き るで あろ う。

参考文献

生 田裕子 （2006）「ブラ ジル 人 中学生の 「書 く力」 の 発達
一
第 1 言語 と第 2 言語 に よ

　る作文の 観察か ら一
」 『日本語教育』第 128 号、pp．70−79、 日本語教育学会

中島和子 （2006 ） 「問題提 起 『ダブル リミテ ッ ド／
一

時的セ ミ リン ガル 現象を考え

　る』」 『母語 ・継承語 ・バ イ リン ガル 教育研究会第 7 回研究集会資料集』pp，1−4

中島和子、 ロ ザナ ・ヌ ナ ス （2001）「口本語獲得 と継承語喪失の ダイナ ミク ス
ー

日本

　の 小 ・中学校 の ポル トガ ル 語 話者 の 実態 を踏 ま えて
一
」 ATJ 　Seminar　2001，

一 25一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Heritage 　Language 厂　and 　 Bilingual 　Eduoation 　（MHB ｝　Researoh 　Assooiation

母語 ・継承語 ・バ イ グン カ
．
ル 教育 （

’
MHB ）研 究　 Volume 　3　 MARCH 　2007 彡h…de ％ 吻

Heritage　Panel　Papers．（http：〃www ．japaneseteaching．org ！ATJseminarf20011

nakajima ．html）

湯川笑子 （2006 ）「『セ ミリ ン ガ ル 』 と い う概念 の 歴史的背 景」 『母語 ・継承語 ・バ

　イ リン ガル 教育研 究会第 7 圓研 究集会資料集』pp ．5・8
Cummins

，
　J．（1991）Language 　development　and 　academlc 　learning．　ln　MalaVi

，
　L．

　＆ Dequette，G，（eds ．），　 Lallguage，　 Cultu1’e　 and αognition ；　A 　 Collθetion 　 of

　Studies　in　First　alld 　Second　Language 　Ac （7uisition，　PP，161
−175．　Clevedon

，

　England ：Multilingual　Matters．
Cummins

，
　 J．（2000 ） Language ，　 Power 　and 　PedagogJL　 CIevedon，　 England ：

　Multilingual　Matters．
Ikuta

，
　Y （2006）Age　of 　arrival 　and 　writing 　proficiency　in　the　first　language　of

　young 　Brazilian　learners　 of　Japanese　as 　 a　second 　 language．θ甜凶
’
θ5　ill

　Lan8 ’
ua8

’
e 　Sciencθs，　Vo1．5

，
　pp ．159・174．　Kurosio　Publishers．

Okazaki，　T，（1999）Interrelationships　between　 children
’
s　 L2　 acquisition

，
　Ll

　maintenance ，　and 　interdependence．　Paper　presented 　fbr　the　symposium 　on

　
lMinority

　 Language 　 Children 　 in　 Japanese　 Schools
，

’T
　 at 　 the　 International

　Conference　of　Appli．ed 　Linguistics（AIL へ），
　Waseda 　University

，
　Tokyo

，
　Japan ．

　August 　10
，
1999 ，

1
こ の 現状を鑑 み 、2006年 2月に 母 語 ・継承語 ・バ イ リン ガル 教

．
育 （NIHB）に よっ て 「ダ

ブル リ ミテ ッ ド／
・
時的セ ミ リン ガル 現象を考える」 とい う研 究集会が 開催 され た tt こ こ

　で 、公 立小学校、託児所、私 立 の 海外帰国子 女受け入 れ校、イ ン ターナ シ ョ ナ ル ス ク ー
ル

　にお ける事例 が報告 され た 。

2 「ダブル リ ミテ ソ ド／セ ミ リン ガ ル 現象 」 とい う用語 の 定義 ・由来と用語をめ ぐる議論に つ

　い て は中島 （2006）、湯川 （2006）で詳 しく述べ られ て い る 。

364
人の イ ン フ ォ

ー
マ ン トを、で きるだけ人数が 均等になるよ うに 4 っ の グル

ー
プに分 けた，

滞在 3 年 0 ヵ 月 の 生徒は 「1 − 3年．［ の グル ープ に含まれ、滞
．
在 3 年 1 ヵ 月 の生徒は 「3

− 4年」 の グル
ープに

．
含まれ る。
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